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パネルディスカッション 県内若手農業者 Ｕ｜ による意見交換

借
り
受
け
た
農
地
集
約
し
貸
し
付
け

兵
庫
県
農
政
環
境
部

農
政
企
画
局
農
業
経
営
課
長姫

野

崇
範
氏

農
地
中
間
管
理
事
業
の

導
入
背
景
や
仕
組
み
、
目

標
を
説
明
し
た
い
。

産
業
政
策
と
地
域
政
策

は
車
の
両
輪
。
農
業
が
な

く
な
れ
ば
、
農
村
も
な
く

な
る
。
農
村
を
残
す
た
め

に
、
国
は

年
、
農
政
改

革
を
行
っ
た
。
そ
の
柱
は

①
農
地
中
間
管
理
機
構
の

創
設
②
経
営
所
得
安
定
対

策
の
見
直
し
③
水
田
フ
ル

活
用
と
米
政
策
の
見
直
し

④
日
本
型
直
接
支
払
制
度

の
新
設
―
の
四
つ
だ
。

担
い
手
は
大
規
模
に
農

地
を
活
用
し
効
率
的
に
営

農
す
る
。
そ
れ
以
外
の
農

業
者
は
野
菜
・
果
樹
な
ど

の
高
収
益
農
業
や
６
次
産

業
化
に
取
り
組
む
。
大
事

な
の
は
、
農
地
を
出
し
た

人
も
地
域
で
水
路
や
農
道

を
守
る
こ
と
だ
。

日
本
の
農
業
は
縮
小
し

て
お
り
、
農
地
が
減
っ
て

農
業
者
は
高
齢
化
し
て
い

る
。
農
地
集
積
・
集
約
化

も
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
。
こ
の
課
題
に
応
え
て

い
く
た
め
に
農
地
中
間
管

理
事
業
が
誕
生
し
た
。

農
地
の
貸
し
手
と
借
り

手
の
間
に
い
る
の
が
農
地

中
間
管
理
機
構
で
、
兵
庫

県
で
は
兵
庫
み
ど
り
公
社

が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。公
社
は
最
低

年
間
、

両
者
の
間
に
入
っ
て
当
事

者
で
あ
り
続
け
る
。

メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。
貸

し
手
に
と
っ
て
は
公
的
機

関
相
手
な
の
で
、
安
心
し

て
農
地
を
貸
せ
る
。
契
約

期
間
終
了
後
、
農
地
は
戻

り
、
貸
し
た
人
と
地
域
に

協
力
金
が
交
付
さ
れ
る
。

借
り
手
は
ま
と
ま
っ
た
農

地
を
長
期
間
安
定
し
て
借

り
る
こ
と
が
で
き
る
。
地

主
が
複
数
い
る
場
合
も
契

約
は
機
構
だ
け
な
の
で
事

務
が
軽
減
さ
れ
る
。

農
地
の
受
け
手
は
公

募
。
貸
し
手
は
随
時
受
け

付
け
て
い
る
。
機
構
が
両

者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
。
市
町
は
農
用
地
利
用

集
積
計
画
を
公
告
。
貸
し

手
か
ら
機
構
に
農
地
が
貸

し
付
け
ら
れ
、
機
構
は
農

用
地
利
用
配
分
計
画
を
作

成
し
、
県
に
申
請
。
計
画

が
認
可
さ
れ
る
と
、
受
け

手
に
農
地
が
転
貸
さ
れ

る
。
こ
こ
ま
で
約
４
カ
月

か
か
る
が
、
縮
め
る
こ
と

も
可
能
だ
。

兵
庫
県
で
は
、
農
林
振

興
事
務
所
を
公
社
の
「
地

域
農
地
管
理
事
務
所
」
と

し
、
各
事
務
所
に
実
務
や

調
整
を
行
う
「
農
地
集
約

推
進
員
」
を
配
置
。
ま
た
、

県
と
機
構
本
部
、
農
林
振

興
事
務
所
が
「
農
地
利
用

推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

推
進
方
針
を
策
定
。
併
せ

て
県
と
関
係
団
体
と
の

「
農
地
利
用
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
、
担
い
手
や
行

政
と
意
見
交
換
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
る
。

な
ぜ
農
地
中
間
管
理
が

必
要
に
な
っ
た
の
か
。
法

律
上
、
自
ら
利
用
し
な
い

も
の
は
農
地
の
権
利
を
取

得
で
き
な
い
が
、
中
間
管

理
機
構
は
「
ま
た
貸
し
自

由
」
な
権
利
を
持
つ
。
機

構
は
農
地
貸
借
の
当
事

者
。
地
域
の
理
想
的
な
農

地
利
用
を
行
え
る
。
そ
の

ベ
ー
ス
が
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
。
人
と
農
地
、
地

域
営
農
に
関
す
る
課
題
を

地
域
で
話
し
合
う
プ
ロ
セ

ス
を
形
に
し
た
も
の
だ
。

今
年
８
月
末
時
点
で
県
内

の
農
地
中
間
管
理
事
業

は
、
貸
出
先
が
１
２
４
経

営
体
で
面
積
は
１
２
３
２

㌶
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は

今
年
７
月
末
時
点
で
、
全

県
で
４
３
０
プ
ラ
ン
が
作

成
さ
れ
た
。

２
０
２
３
年
ま
で
に
県

内
農
地
の
６
割
、
約
３
万

９
０
０
０
㌶
を
集
積
す
る

計
画
。
こ
の
う
ち
中
間
管

理
機
構
で
２
万
５
０
０
０

㌶
分
を
集
約
。
今
年
度
は

３
９
０
０
㌶
を
目
指
す
。

農
業
が
持
続
可
能
と
な
っ

て
初
め
て
農
村
も
持
続
可

能
と
な
る
。
中
間
管
理
機

構
を
活
用
し
た
地
域
ご
と

の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
進
め
、
農
地
を
未
来
に

つ
な
い
で
い
き
た
い
。

効率的な営農で農村存続

基調講演 兵庫県における農地中間管理事業の推進について
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竹
内
氏

担
い
手
の
な
い
土
地
対
策
を

濟
藤
氏

地
域
に
合
っ
た
制
度
活
用
へ

日
野
尾
氏

積
極
的
な
事
業
展
開
が
必
要

恩

地

氏

農
地
が

台
貢
献
続
け
た
い

篠山で 年以上有機農業の実績を持つ原さん

中央 安心安全の農作物生産に取り組む

藤本氏周囲の農家との和大切に

田植えを行う藤本さん2005年に会社設立 生

産技術の向上と作付面積の拡大に努めている

日野尾 康行氏恩地 利実氏原 智宏氏

原氏地域と担い手協力不可欠

濟藤 貴志氏 竹内 育子氏 藤本 善仁氏

姫
野

き
ょ
う
の
参
加
者

は
皆

歳
以
下
。
現
在
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

恩
地

元
Ｊ
Ａ
の
営
農
相

談
員
で
、
就
農
３
年
目
。
地

域
に
助
け
ら
れ
て
い
る
毎
日

だ
。日

野
尾

三
田
は
稲
作
主

体
。
認
定
農
業
者
や
集
落
営

農
組
織
な
ど
の
耕
作
面
積
は

全
体
の
２
割
。
８
割
が
兼
業

農
家
で
後
継
者
確
保
が
重
要

だ
。原

篠
山
は
若
い
担
い
手

が
多
い
が
、十
分
で
は
な
い
。

年
後
に
は
、
農
業
従
事
者

の
平
均
年
齢
は
さ
ら
に
上
が

り
、
農
地
が
激
減
し
て
し
ま

う
。藤

本

加
東
市
の
特
産
は

酒
米
の
山
田
錦
。
日
本
酒
人

気
で
地
域
は
活
気
づ
い
て
い

る
。
農
地
集
約
は
進
ん
で
い

る
が
、
農
業
人
口
は
減
っ
て

い
る
。

濟
藤

南
あ
わ
じ
市
は
水

稲
と
野
菜
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
三
毛
作
。
認
定
農
業
者

は
８
０
０
を
超
え
、
畜
産
も

盛
ん
だ
。
元
気
な
農
業
者
が

多
い
た
め
、
集
落
営
農
組
織

が
少
な
く
、
そ
の
分
話
し
合

い
の
基
盤
が
少
な
い
。

竹
内

担
当
す
る
播
磨
地

域
は
Ｊ
Ａ
出
資
法
人
や
大
規

模
経
営
体
が
活
動
し
て
い

る
。
北
部
は
中
山
間
地
域
で

集
落
営
農
組
織
が
中
心
。
南

部
は
早
く
か
ら
農
地
の
集
約

化
が
進
み
、
モ
デ
ル
事
例
に

な
っ
た
。
地
域
か
ら
は
「
農

地
集
積
の
た
め
に
人
・
農
地

プ
ラ
ン
作
成
に
取
り
組
ん

だ
」
と
い
う
声
も
。

姫
野

人
・
農
地
プ
ラ
ン

は
市
町
が
作
成
主
体
。

濟
藤

い
ま
、
市
内
で
最

も
農
家
数
が
多
い
集
落
（
１

１
０
軒
、
認
定
農
業
者

人
）

が
プ
ラ
ン
の
話
し
合
い
を
進

め
て
お
り
、
プ
ラ
ン
が
で
き

れ
ば
他
に
良
い
影
響
が
出
る

の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
。

姫
野

難
し
い
と
こ
ろ
で

プ
ラ
ン
を
作
り
、
モ
デ
ル
事

例
と
す
る
手
法
は
参
考
に
な

る
。
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

日
野
尾

人
・
農
地
プ
ラ

ン
は
行
政
と
連
携
し
て
推
進

す
る
。
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し

て
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
場
合

も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場

合
も
あ
る
。
恩
地
さ
ん
の
よ

う
な
新
規
就
農
者
が
出
て
き

て
い
る
三
田
で
は
、
こ
れ
を

機
に
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
お
こ

う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

姫
野

若
手
農
業
者
は
地

域
で
上
の
世
代
と
ど
の
よ
う

に
話
を
し
て
い
る
の
か
。

藤
本

周
り
の
農
家
と
う

ま
く
や
っ
て
い
く
た
め
に
、

よ
く
社
員
に
話
す
の
が
「
草

刈
り
は
周
囲
よ
り
早
め
に
、

水
入
れ
は
遅
め
に

草
刈
り

は

広
告
宣
伝
費

と
考
え
て

い
る
。
し
っ
か
り
や
れ
ば
周

囲
か
ら
協
力
が
得
ら
れ
る
。

原

篠
山
は
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
着
手
が
遅
か
っ
た
。

プ
ラ
ン
作
成
で
は
若
手
の
認

定
農
業
者
が
集
ま
り
、
あ
る

程
度
の
話
を
付
け
た
。
集
落

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
「

年
後
、
自
分
が
や
め
て
も
誰

か
が
農
業
を
続
け
て
い
る
」

と
確
実
に
言
え
な
い
人
は
一

段
下
が
っ
て
も
ら
い
、
少
し

ず
つ
進
ん
で
い
っ
た
。

竹
内

新
規
就
農
者
の
受

け
入
れ
な
ど
を
き
っ
か
け
に

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
集
落
も

あ
る
が
「
補
助
金
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
自
分
た

ち
に
は
無
関
係
」
と
考
え
、

プ
ラ
ン
作
成
を
見
送
る
地
域

も
あ
る
。
担
い
手
が
い
る
地

域
で
は
プ
ラ
ン
の
作
成
、
農

地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
が

進
ん
で
い
る
が
、
い
な
い
地

域
は
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
、
と
不
安
だ
。
県
内

で
は
広
域
で
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
い
る
地
域
も

あ
る
と
聞
く
。

姫
野

神
戸
市
の
北
区
、

西
区
が
そ
う
だ
。
新
規
就
農

者
が
あ
っ
た
場
合
、
漏
れ
な

く
給
付
金
が
当
た
る
よ
う
に

す
る
た
め
だ
。
担
い
手
か
ら

見
て
中
間
管
理
事
業
は
ど
う

見
え
る
の
か
。

原

自
分
の
集
落
内
の
貸

し
出
し
農
地
は
条
件
の
悪
い

農
地
も
あ
る
が
、
全
て
目
を

つ
ぶ
っ
て
受
け
る
つ
も
り
。

た
だ
、
今
後
よ
そ
で
は
受
け

ら
れ
な
い
と
思
う
。
そ
う
い

う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
の
だ
と

思
う
。
中
間
管
理
事
業
は
少

し
制
度
が
複
雑
と
感
じ
る
。

姫
野

制
度
面
で
は
機
構

が
地
域
の
要
望
を
聞
き
な
が

ら
柔
軟
に
や
っ
て
い
る
。
た

だ
補
助
金
に
は
要
件
が
あ

る
。
農
地
は
柔
軟
に
、
補
助

金
は
厳
し
く
、
と
い
っ
た
具

合
だ
。

藤
本

農
地
集
積
が
進
む

と
、
水
管
理
な
ど
作
業
効
率

は
良
く
な
る
が
、
広
く
な
る

と
今
の
農
地
管
理
を
維
持
で

き
る
か
心
配
。

恩
地

集
落
が
人
・
農
地

プ
ラ
ン
を
作
る
時
に
中
間
管

理
事
業
の
勉
強
を
し
た
。
農

地
貸
借
の
選
択
肢
の
一
つ
と

い
う
印
象
だ
。

姫
野

担
い
手
の
い
な
い

地
域
の
対
処
に
つ
い
て
、
南

あ
わ
じ
で
は
？

濟
藤

担
い
手
不
足
の
小

集
落
が
集
落
営
農
組
織
を
設

立
し
た
。
作
業
委
託
希
望
者

が
多
く
、
営
農
組
織
で
管
理

で
き
る
の
か
と
困
っ
た
。
そ

こ
で
農
地
を
探
し
て
い
る
Ｉ

タ
ー
ン
の
新
規
就
農
希
望
者

を
集
落
に
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
中
間
管
理
機
構
を
通
じ

て
賃
借
料
の
話
も
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
ら
れ
た
。
淡
路
の
農

業
は
野
菜
主
体
。
淡
路
に
合

う
制
度
の
活
用
の
方
法
を
考

え
て
い
き
た
い
。

姫
野

Ｊ
Ａ
は
地
域
に
ど

う
関
わ
っ
て
い
く
か
。

日
野
尾

制
度
を
活
用
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
集
落

に
営
農
相
談
員
が
入
り
、
農

地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
役
を
担
っ

て
い
る
。
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
は

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

で
あ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ス
キ

ル
、
情
報
が
あ
る
。

姫
野

中
間
管
理
事
業
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
県
か
ら

追
加
説
明
が
あ
れ
ば
。

竹
内

地
域
で
の
合
意
形

成
が
重
要
。
プ
ラ
ン
作
成
は
、

集
落
の
人
々
が
現
状
と
課
題

を
話
し
合
い
、
地
域
の
将
来

設
計
図
を
作
る
機
会
。
中
間

管
理
事
業
は
そ
の
設
計
図
を

実
現
す
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
。

事
業
活
用
に
よ
っ
て
協
力
金

を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る

の
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

姫
野

将
来
へ
の
思
い

を
。竹

内

き
ょ
う
は
現
場
の

声
を
聞
け
て
良
か
っ
た
。
関

係
機
関
と
連
携
し
て
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

濟
藤

人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
通
じ
て
農
家
の
方
と
よ
り

深
く
結
び
合
え
た
。
真
剣
に

話
し
合
い
、
前
に
進
む
集
落

が
増
え
て
く
れ
ば
、
兵
庫
は

さ
ら
に
元
気
に
な
っ
て
い
く

と
思
う
。

日
野
尾

農
地
保
全
、
担

い
手
の
確
保
、
販
売
事
業
に

特
化
し
た
積
極
的
な
事
業
展

開
が
必
要
。
安
心
し
て
農
業

が
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る

た
め
、
Ｊ
Ａ
が
持
つ
資
源
を

活
用
し
て
い
く
。

恩
地

農
村
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
な
け
れ
ば
自
分
た

ち
は
何
も
で
き
な
い
。
農
地

が

台
。
そ
こ
で
自
分
が
い

か
に
う
ま
く
貢
献
で
き
る
か

だ
と
思
う
。

藤
本

何
が
あ
っ
て
も
農

業
を
続
け
た
い
。
し
っ
か
り

続
け
て
農
地
を
未
来
に
残
し

て
い
き
た
い
。

原

担
い
手
だ
け
で
は
農

業
は
続
け
ら
れ
な
い
。
地
域

と
の
協
力
が
不
可
欠
。
米
作

り
を
軸
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

農
業
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

姫
野

農
業
と
い
う
産
業

は
地
域
を
離
れ
て
で
き
る
も

の
で
な
い
こ
と
を
実
感
し

た
。
農
地
を
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
い
う
思
い
は
一
致
し
て

い
る
。

原

農
業
と
い
う
産
業

を
、
美
し
い
田
園
風
景
を
未

来
に
残
し
た
く
て
発
言
し

た
。
頼
り
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
若
い
自
分
た
ち
を
見

守
っ
て
ほ
し
い
。

神
戸
で

兵
庫
県
農
地
中
間
管
理
事
業
推
進
シ
ン
ポ

兵
庫
県
は
、規
模
縮
小
し
た
い
農
家
な
ど
か
ら
農
地
を
集
め
、新
規
就
農
者
や
規
模
拡
大
農
家
、
農
業
法
人
に
つ
な
ぐ
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

を
２
０
１
４
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
今
年
８
月
末
時
点
で
、
兵
庫
み
ど
り
公
社
が
農
地
中
間
管
理
機
構
に
な
り
、
約
１
２
０
０
㌶
を
担
い

手
に
貸
し
付
け
て
い
る
。
農
地
を
未
来
に
つ
な
げ
る
方
策
を
考
え
る
「
兵
庫
県
農
地
中
間
管
理
事
業
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
こ
の
ほ
ど
、
神
戸

市
内
で
開
か
れ
、
若
手
の
農
業
者
や
行
政
担
当
者
ら
が
農
業
の
現
状
と
課
題
、
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
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δ

地域の資源を生かす

豊
か
な
恵
み
を
生
み
、
美
し
く
良

好
な
自
然
環
境
や
景
観
を
つ
く
る
農

地
は
、
県
民
共
通
の
大
切
な
財
産
で

す
。
地
域
創
生
が
求
め
ら
れ
る
今
、

活
力
あ
ふ
れ
る
兵
庫
の
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
資
源

を
最
大
限
に
生
か
し
、
意
欲
あ
る
人

々
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
て
１
年
半
。
認
定
農
業
者
や
集
落

営
農
法
人
な
ど
に
対
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
１
２
０
０
㌶
を
超
え
る
農
地
を

貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
農
地
の
集
積
・
集
約
化

は
経
営
規
模
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、

長
期
的
な
農
地
確
保
や
農
産
物
の
加

工
を
合
わ
せ
て
行
う
６
次
産
業
化
な

ど
、
経
営
の
安
定
や
充
実
に
に
つ
な

が
り
ま
す
。
都
市
部
の
若
者
が
地
域

の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
就
農
し
、

地
元
企
業
が
耕
作
放
棄
地
を
再
生
し

な
が
ら
農
業
参
入
す
る
な
ど
、
地
域

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
も
兵
庫
み
ど
り
公
社
や
県
、

市
町
、
農
業
委
員
会
、
農
協
な
ど
の

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
農
地

中
間
管
理
事
業
に
一
層
の
力
を
注
い

で
い
き
ま
す
。

兵
庫
県
知
事

兵庫県知事メッセージ

年（平成 年） 月 日   土曜日年（平成 年） 月 日   土曜日


